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この本を農協人に読ませたいにしては，

「変わる」は他人事みたいで「変える」意

欲に乏しいし，副題の「創発」も生硬で取

っつきにくい。本書はそのことでいささか

損をしているかも知れないと思う。しかし

内容は「これからの農協はいかにあるべき

か」という切実なテーマの解明に，最先端

の理論で立ち向かった力作である。

農協は長年にわたって組織・事業の両面

で改革に取り組んできた。しかし，合併ひ

とつとっても，人員・経費削減など一定の

効果は表れているものの，事業面では多く

の課題を残したままである。３段階組織の

再編にしても，その成果は満足できる状況

にない。今後，事業規模の縮小という荒波

に耐えて農協が協同の力を発揮するために

は，「複雑系科学の農協組織論への応用」

という手法が有効だと著者は考える。その

ためのキーワードが「創発」である。

「創発」という複雑系科学の用語はまだ

なじみが薄く，研究者によって使い方が異

なるなど，素人には近寄りがたい印象を与

える。ここでは差し当たり，著者自身が組

織について述べた言葉を借用し，「メンバ

ーが力を合わせて，個人としてはできない

ような仕事を組織ができるようになるこ

と」と定義して先を急ぎたい。

著者は，農協という組織は企業や行政機

関より大きな創発を実現しやすいと考えて

いる。なぜだろうか。

農協は多数の組合員によって構成され，

組合員は生産部会，女性部会などさまざま

な組織を作る。また農協には経済，信用な

ど各種の事業部門がある。これらのそれぞ

れを複雑系科学では「エージェント」と呼

ぶ。各エージェントは互いに自立しており，

必要に応じて多様な行動をとる。しかし，

究極的には「組合員のため」という共通の

目的が行動を規定する。「自立・多様性」

と「共通の目的」の併存こそが創発のため

の良き条件となるのである。

そういう行動なら我が農協でいつも見ら

れることだ──と言えるようなら，その農

協はすばらしいエネルギーを持っているに

違いない。しかし，必ずしもそうはなって

いないのが多くの農協の現実である。

では協同の力を十分に発揮する「創発型

の農協」になるには何が必要か。詳細につ

いては本書を読んでいただきたいが，一部

を紹介すれば以下のようなことがある。

① 広域的な組織再編と事業の集約化・専

門化によるエネルギーの注入・蓄積

② 構成員が自立的であるための組合員・

役職員教育の見直し

③「上から下へ」の情報伝達から「双方向」

の伝達への転換

④ 組合員・役職員の参画で十分に練り上

げられた理念と計画

複雑系科学というと難しそうだが，答え

は意外と身近にあることがお分かりいただ

けよう。本書が農協の活力回復の足掛かり

になることを期待したい。
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